
(57)【要約】

【課題】この発明は、ネットワークに接続された各種の

機器に対する制御を容易な操作で実現することができ、

ユーザにとっての取り扱いを便利にし得るようにしたＡ

Ｖ機器及びその制御方法を提供することを目的としてい

る。

【解決手段】ネットワーク接続された複数の機器３７，

３８を選択的に制御するＡＶ機器１１であって、制御対

象として選択された機器がＡＶ機器１１自身か外部の機

器３７，３８かを判別し、ＡＶ機器１１であるときそれ

を制御するコマンドをリモートコントローラ３２の各キ

ーに割り当て、外部の機器３７，３８であるときそれを

制御するコマンドを取得してリモートコントローラ３２

の各キーに割り当て、リモートコントローラ３２のキー

を操作することによりＡＶ機器１１及び外部の機器３７

，３８を選択的に制御する。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 さ れ た 複 数 の 機 器 を 選 択 的 に 制 御 す る も の で 、 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ
に よ っ て 制 御 可 能 な Ａ Ｖ 機 器 で あ っ て 、
　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 さ れ た 前 記 Ａ Ｖ 機 器 を 含 む 複 数 の 機 器 か ら 制 御 対 象 と な る 機 器 を
選 択 さ せ る た め の 選 択 手 段 と 、
　 前 記 選 択 手 段 で 選 択 さ れ た 機 器 が 前 記 Ａ Ｖ 機 器 自 身 か 外 部 の 機 器 か を 判 別 す る 第 １ の 判
別 手 段 と 、
　 前 記 第 １ の 判 別 手 段 で Ａ Ｖ 機 器 自 身 で あ る と 判 別 さ れ た と き 、 そ の Ａ Ｖ 機 器 を 制 御 す る
コ マ ン ド を 前 記 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ の 各 キ ー に 割 り 当 て 、 前 記 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ の
キ ー を 操 作 す る こ と に よ り 前 記 Ａ Ｖ 機 器 を 制 御 す る よ う に し た 第 １ の 割 り 当 て 手 段 と 、
　 前 記 第 １ の 判 別 手 段 で 外 部 の 機 器 で あ る と 判 別 さ れ た と き 、 そ の 機 器 か ら そ れ を 制 御 可
能 な コ マ ン ド を 示 す 情 報 を 取 得 す る 取 得 手 段 と 、
　 前 記 取 得 手 段 で 取 得 さ れ た コ マ ン ド を 前 記 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ の 各 キ ー に 割 り 当 て 、
前 記 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ の キ ー を 操 作 す る こ と に よ り 前 記 機 器 を 制 御 す る よ う に し た 第
２ の 割 り 当 て 手 段 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る Ａ Ｖ 機 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 表 示 要 求 に 基 づ い て 、 制 御 対 象 と な る 機 器 が 前 記 Ａ Ｖ 機 器 自 身 か 外 部 の 機 器 か を 判 別 す
る 第 ２ の 判 別 手 段 と 、
　 前 記 第 ２ の 判 別 手 段 で 外 部 の 機 器 で あ る と 判 別 さ れ た と き 、 前 記 第 ２ の 割 り 当 て 手 段 に
よ る 前 記 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ の 各 キ ー に 対 す る コ マ ン ド の 割 り 当 て を 表 示 さ せ る 第 １ の
表 示 制 御 手 段 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の Ａ Ｖ 機 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ の 各 キ ー に 対 す る コ マ ン ド の 割 り 当 て 状 態 を 記 憶 す る 記 憶 手
段 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の Ａ Ｖ 機 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ の 所 定 の キ ー が 操 作 さ れ た こ と に 基 づ い て 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー
ク 接 続 さ れ た 前 記 Ａ Ｖ 機 器 を 含 む 複 数 の 機 器 の 中 か ら 最 後 に 制 御 さ れ た ラ ス ト 機 器 を 判 別
す る 第 ３ の 判 別 手 段 と 、
　 前 記 第 ３ の 判 別 手 段 で 判 別 さ れ た ラ ス ト 機 器 の コ マ ン ド を 、 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た
割 り 当 て 状 態 を 参 照 し て 、 前 記 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ の 各 キ ー に 割 り 当 て る 第 ３ の 割 り 当
て 手 段 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の Ａ Ｖ 機 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 ３ の 割 り 当 て 手 段 に よ る 前 記 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ の 各 キ ー に 対 す る コ マ ン ド の
割 り 当 て を 表 示 さ せ る 第 ２ の 表 示 制 御 手 段 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の Ａ
Ｖ 機 器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 さ れ た 複 数 の 機 器 を 選 択 的 に 制 御 す る も の で 、 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ
に よ っ て 制 御 可 能 な Ａ Ｖ 機 器 を 制 御 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 さ れ た 前 記 Ａ Ｖ 機 器 を 含 む 複 数 の 機 器 か ら 制 御 対 象 と な る 機 器 を
選 択 す る 選 択 工 程 と 、
　 前 記 選 択 工 程 で 選 択 さ れ た 機 器 が 前 記 Ａ Ｖ 機 器 自 身 か 外 部 の 機 器 か を 判 別 す る 第 １ の 判
別 工 程 と 、
　 前 記 第 １ の 判 別 工 程 で Ａ Ｖ 機 器 自 身 で あ る と 判 別 さ れ た と き 、 そ の Ａ Ｖ 機 器 を 制 御 す る
コ マ ン ド を 前 記 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ の 各 キ ー に 割 り 当 て 、 前 記 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ の
キ ー を 操 作 す る こ と に よ り 前 記 Ａ Ｖ 機 器 を 制 御 す る よ う に し た 第 １ の 割 り 当 て 工 程 と 、
　 前 記 第 １ の 判 別 工 程 で 外 部 の 機 器 で あ る と 判 別 さ れ た と き 、 そ の 機 器 か ら そ れ を 制 御 可
能 な コ マ ン ド を 示 す 情 報 を 取 得 す る 取 得 工 程 と 、
　 前 記 取 得 工 程 で 取 得 さ れ た コ マ ン ド を 前 記 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ の 各 キ ー に 割 り 当 て 、
前 記 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ の キ ー を 操 作 す る こ と に よ り 前 記 機 器 を 制 御 す る よ う に し た 第
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２ の 割 り 当 て 工 程 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る Ａ Ｖ 機 器 の 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 表 示 要 求 に 基 づ い て 、 制 御 対 象 と な る 機 器 が 前 記 Ａ Ｖ 機 器 自 身 か 外 部 の 機 器 か を 判 別 す
る 第 ２ の 判 別 工 程 と 、
　 前 記 第 ２ の 判 別 工 程 で 外 部 の 機 器 で あ る と 判 別 さ れ た と き 、 前 記 第 ２ の 割 り 当 て 工 程 に
よ る 前 記 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ の 各 キ ー に 対 す る コ マ ン ド の 割 り 当 て を 表 示 さ せ る 第 １ の
表 示 制 御 工 程 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の Ａ Ｖ 機 器 の 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ の 各 キ ー に 対 す る コ マ ン ド の 割 り 当 て 状 態 を 記 憶 す る 記 憶 工
程 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の Ａ Ｖ 機 器 の 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ の 所 定 の キ ー が 操 作 さ れ た こ と に 基 づ い て 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー
ク 接 続 さ れ た 前 記 Ａ Ｖ 機 器 を 含 む 複 数 の 機 器 の 中 か ら 最 後 に 制 御 さ れ た ラ ス ト 機 器 を 判 別
す る 第 ３ の 判 別 工 程 と 、
　 前 記 第 ３ の 判 別 工 程 で 判 別 さ れ た ラ ス ト 機 器 の コ マ ン ド を 、 前 記 記 憶 工 程 で 記 憶 さ れ た
割 り 当 て 状 態 を 参 照 し て 、 前 記 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ の 各 キ ー に 割 り 当 て る 第 ３ の 割 り 当
て 工 程 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ 記 載 の Ａ Ｖ 機 器 の 制 御 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 ３ の 割 り 当 て 工 程 に よ る 前 記 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ の 各 キ ー に 対 す る コ マ ン ド の
割 り 当 て を 表 示 さ せ る 第 ２ の 表 示 制 御 工 程 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載 の Ａ
Ｖ 機 器 の 制 御 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 さ れ た 複 数 の 機 器 を 選 択 的 に 制 御 す る Ａ Ｖ （ audio vi
deo） 機 器 及 び そ の 制 御 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 周 知 の よ う に 、 近 年 で は 、 例 え ば Ｔ Ｖ （ television） 受 信 機 、 Ｓ Ｔ Ｂ （ set top box）
、 Ｄ Ｖ Ｄ （ digital versatile disk） レ コ ー ダ 、 Ｐ Ｃ （ personal computer） 等 を 含 む 各
種 の 機 器 を 、 ｉ ． Link（ 登 録 商 標 ） 等 の 所 定 の デ ジ タ ル イ ン タ ー フ ェ イ ス を 介 し て 接 続 す
る こ と に よ り 、 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム を 構 築 す る こ と が 可 能 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ し て 、 こ の 種 の ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム に お い て は 、 映 像 表 示 パ ネ ル を 有 す る Ａ Ｖ 機 器
を 用 い て 特 定 の 機 器 を 選 択 し 、 そ の 選 択 し た 機 器 に 対 す る 操 作 画 面 を 映 像 表 示 パ ネ ル 上 に
Ｏ Ｓ Ｄ （ on screen display） 表 示 さ せ る こ と に よ り 、 操 作 画 面 上 で 特 定 の 機 器 を 制 御 す
る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 一 般 に 、 映 像 表 示 パ ネ ル 上 に Ｏ Ｓ Ｄ 表 示 さ れ た 操 作 画 面 を 用 い て 、 ネ ッ
ト ワ ー ク に 接 続 さ れ た 特 定 の 機 器 を 制 御 す る こ と は 、 制 御 す る 毎 に 操 作 画 面 を 表 示 さ せ る
必 要 が あ り 、 ま た 、 操 作 自 体 も 煩 雑 で あ る こ と か ら 、 ユ ー ザ に と っ て 取 り 扱 い が 不 便 な も
の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 上 の 制 御 対 象 機 器 か ら 制 御 情 報 を 取 得 す る こ と に よ り 、
１ 台 で 複 数 個 の 制 御 対 象 機 器 の 制 御 を 可 能 と し 、 し か も 、 そ の 制 御 の た め の 操 作 に は 、 外
部 か ら 圧 力 が 加 え ら れ る と 物 理 的 な ス ト ロ ー ク を 発 生 し て 操 作 感 を 得 ら れ る ボ タ ン を 使 用
し た 機 器 制 御 装 置 の 構 成 が 開 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ４ １ ２ １ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 こ の 発 明 は 上 記 事 情 を 考 慮 し て な さ れ た も の で 、 ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 さ れ た 各
種 の 機 器 に 対 す る 制 御 を 容 易 な 操 作 で 実 現 す る こ と が で き 、 ユ ー ザ に と っ て の 取 り 扱 い を
便 利 に し 得 る よ う に し た Ａ Ｖ 機 器 及 び そ の 制 御 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 に 係 る Ａ Ｖ 機 器 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 さ れ た 複 数 の 機 器 を 選 択 的 に 制 御 す る も
の で 、 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ に よ っ て 制 御 可 能 な も の を 対 象 と し て い る 。 そ し て 、 ネ ッ ト
ワ ー ク 接 続 さ れ た Ａ Ｖ 機 器 を 含 む 複 数 の 機 器 か ら 制 御 対 象 と な る 機 器 を 選 択 さ せ る た め の
選 択 手 段 と 、 選 択 手 段 で 選 択 さ れ た 機 器 が Ａ Ｖ 機 器 自 身 か 外 部 の 機 器 か を 判 別 す る 第 １ の
判 別 手 段 と 、 第 １ の 判 別 手 段 で Ａ Ｖ 機 器 自 身 で あ る と 判 別 さ れ た と き 、 そ の Ａ Ｖ 機 器 を 制
御 す る コ マ ン ド を リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ の 各 キ ー に 割 り 当 て 、 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ の キ
ー を 操 作 す る こ と に よ り Ａ Ｖ 機 器 を 制 御 す る よ う に し た 第 １ の 割 り 当 て 手 段 と 、 第 １ の 判
別 手 段 で 外 部 の 機 器 で あ る と 判 別 さ れ た と き 、 そ の 機 器 か ら そ れ を 制 御 可 能 な コ マ ン ド を
示 す 情 報 を 取 得 す る 取 得 手 段 と 、 取 得 手 段 で 取 得 さ れ た コ マ ン ド を リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ
の 各 キ ー に 割 り 当 て 、 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ の キ ー を 操 作 す る こ と に よ り 機 器 を 制 御 す る
よ う に し た 第 ２ の 割 り 当 て 手 段 と を 備 え る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 に 係 る Ａ Ｖ 機 器 の 制 御 方 法 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 さ れ た 複 数 の 機 器 を 選
択 的 に 制 御 す る も の で 、 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ に よ っ て 制 御 可 能 な Ａ Ｖ 機 器 を 制 御 す る 方
法 を 対 象 と し て い る 。 そ し て 、 ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 さ れ た Ａ Ｖ 機 器 を 含 む 複 数 の 機 器 か ら 制
御 対 象 と な る 機 器 を 選 択 す る 選 択 工 程 と 、 選 択 工 程 で 選 択 さ れ た 機 器 が Ａ Ｖ 機 器 自 身 か 外
部 の 機 器 か を 判 別 す る 第 １ の 判 別 工 程 と 、 第 １ の 判 別 工 程 で Ａ Ｖ 機 器 自 身 で あ る と 判 別 さ
れ た と き 、 そ の Ａ Ｖ 機 器 を 制 御 す る コ マ ン ド を リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ の 各 キ ー に 割 り 当 て
、 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ の キ ー を 操 作 す る こ と に よ り Ａ Ｖ 機 器 を 制 御 す る よ う に し た 第 １
の 割 り 当 て 工 程 と 、 第 １ の 判 別 工 程 で 外 部 の 機 器 で あ る と 判 別 さ れ た と き 、 そ の 機 器 か ら
そ れ を 制 御 可 能 な コ マ ン ド を 示 す 情 報 を 取 得 す る 取 得 工 程 と 、 取 得 工 程 で 取 得 さ れ た コ マ
ン ド を リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ の 各 キ ー に 割 り 当 て 、 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ の キ ー を 操 作 す
る こ と に よ り 機 器 を 制 御 す る よ う に し た 第 ２ の 割 り 当 て 工 程 と を 備 え る よ う に し た も の で
あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の よ う な 構 成 及 び 方 法 に よ れ ば 、 制 御 対 象 機 器 と し て 外 部 機 器 が 指 定 さ れ た 場 合 、
そ の 制 御 対 象 機 器 か ら 制 御 可 能 な コ マ ン ド を 示 す 情 報 を 取 得 し 、 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ の
各 キ ー に 各 コ マ ン ド を 割 り 当 て る よ う に し た の で 、 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ の 各 キ ー を 操 作
す る こ と に よ っ て 、 制 御 対 象 と な る 機 器 を ダ イ レ ク ト に 制 御 す る こ と が で き る よ う に な り
、 ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 さ れ た 各 種 の 機 器 に 対 す る 制 御 を 容 易 な 操 作 で 実 現 す る こ と が で き
、 ユ ー ザ に と っ て の 取 り 扱 い を 便 利 に す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 、 こ の 実
施 の 形 態 で 説 明 す る Ａ Ｖ 機 器 と し て 記 録 再 生 装 置 １ １ を 示 し て い る 。 す な わ ち 、 衛 星 放 送
受 信 用 の ア ン テ ナ １ ２ で 受 信 さ れ た 放 送 信 号 は 、 入 力 端 子 １ ３ を 介 し て チ ュ ー ナ 部 １ ４ に
供 給 さ れ て 選 局 処 理 及 び 復 調 処 理 が 施 さ れ た 後 、 デ コ ー ド 部 １ ５ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 地 上 波 放 送 受 信 用 の ア ン テ ナ １ ６ で 受 信 さ れ た 放 送 信 号 は 、 入 力 端 子 １ ７ を 介 し
て チ ュ ー ナ 部 １ ８ に 供 給 さ れ て 選 局 処 理 及 び 復 調 処 理 が 施 さ れ た 後 、 上 記 デ コ ー ド 部 １ ５
に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の デ コ ー ド 部 １ ５ は 、 各 チ ュ ー ナ 部 １ ４ ， １ ８ か ら 供 給 さ れ た 信 号 に 対 し て 選 択 的 に
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デ コ ー ド 処 理 を 施 し て い る 。 こ の デ コ ー ド 部 １ ５ で デ コ ー ド 処 理 の 施 さ れ た 信 号 は 、 信 号
処 理 部 １ ９ を 介 し た 後 、 デ ィ ス ク ド ラ イ ブ 部 ２ ０ に よ る 光 デ ィ ス ク ２ １ へ の 記 録 と 、 Ｈ Ｄ
Ｄ （ hard disk drive） 部 ２ ２ に よ る ハ ー ド デ ィ ス ク ２ ３ へ の 記 録 と に 供 さ れ る 。 光 デ ィ
ス ク ２ １ へ の 信 号 記 録 と ハ ー ド デ ィ ス ク ２ ３ へ の 信 号 記 録 と は 、 選 択 的 に 行 な う こ と も 同
時 に 行 な う こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 方 、 光 デ ィ ス ク ２ １ に 記 録 さ れ た 信 号 は 、 デ ィ ス ク ド ラ イ ブ 部 ２ ０ で 読 み 取 ら れ 信 号
処 理 部 １ ９ に 供 給 さ れ る 。 ま た 、 ハ ー ド デ ィ ス ク ２ ３ に 記 録 さ れ た 信 号 は 、 Ｈ Ｄ Ｄ 部 ２ ２
で 読 み 取 ら れ 信 号 処 理 部 １ ９ に 供 給 さ れ る 。 こ の 信 号 処 理 部 １ ９ は 、 デ ィ ス ク ド ラ イ ブ 部
２ ０ ま た は Ｈ Ｄ Ｄ 部 ２ ２ か ら 供 給 さ れ た 信 号 を エ ン コ ー ド 部 ２ ４ に 供 給 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の エ ン コ ー ド 部 ２ ４ は 、 信 号 処 理 部 １ ９ か ら 供 給 さ れ た 信 号 に 対 し て エ ン コ ー ド 処 理
を 施 し 、 映 像 信 号 と 音 声 信 号 と を 生 成 す る 。 そ し て 、 こ の エ ン コ ー ド 部 ２ ４ で 生 成 さ れ た
映 像 信 号 は 、 映 像 音 声 処 理 部 ２ ５ に よ り 所 定 の 映 像 信 号 処 理 が 施 さ れ た 後 、 出 力 端 子 ２ ６
を 介 し て 外 部 の モ ニ タ ２ ７ で の 映 像 表 示 に 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 上 記 エ ン コ ー ド 部 ２ ４ で 生 成 さ れ た 音 声 信 号 は 、 映 像 音 声 処 理 部 ２ ５ に よ り 所 定
の 音 声 信 号 処 理 が 施 さ れ た 後 、 出 力 端 子 ２ ８ を 介 し て 外 部 の ス ピ ー カ ２ ９ で の 音 声 再 生 に
供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ こ で 、 こ の 記 録 再 生 装 置 １ １ は 、 上 記 し た 記 録 再 生 動 作 を 含 む そ の 全 て の 動 作 を 制 御
部 ３ ０ に よ っ て 統 括 的 に 制 御 し て い る 。 こ の 制 御 部 ３ ０ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ central processing
 unit） 等 を 内 蔵 し て お り 、 操 作 部 ３ １ か ら の 操 作 情 報 、 ま た は 、 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ
３ ２ か ら 送 信 さ れ た 操 作 情 報 を 受 信 部 ３ ３ を 介 し て 受 け る こ と に よ り 、 そ の 操 作 内 容 が 反
映 さ れ る よ う に 各 部 を そ れ ぞ れ 制 御 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 場 合 、 制 御 部 ３ ０ は 、 メ モ リ 部 ３ ４ を 利 用 し て い る 。 こ の メ モ リ 部 ３ ４ は 、 主 と し
て 、 そ の Ｃ Ｐ Ｕ が 実 行 す る 制 御 プ ロ グ ラ ム を 格 納 し た Ｒ Ｏ Ｍ （ read only memory） と 、 該
Ｃ Ｐ Ｕ に 作 業 エ リ ア を 提 供 す る Ｒ Ａ Ｍ （ random access memory） と 、 各 種 の 設 定 情 報 及 び
制 御 情 報 等 が 格 納 さ れ る 不 揮 発 性 メ モ リ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 こ の 制 御 部 ３ ０ は 、 例 え ば ｉ ． Link（ 登 録 商 標 ） 等 の デ ジ タ ル イ ン タ ー フ ェ イ ス
規 格 に 準 拠 し た 通 信 部 ３ ５ を 介 し て 接 続 端 子 ３ ６ に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 接 続 端 子 ３ ６ に
は 、 例 え ば Ｔ Ｖ 受 信 機 、 Ｓ Ｔ Ｂ 、 Ｄ Ｖ Ｄ レ コ ー ダ 、 Ｐ Ｃ 等 を 含 む 各 種 （ 図 示 の 場 合 は ２ つ
） の 機 器 ３ ７ ， ３ ８ が ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ し て 、 上 記 制 御 部 ３ ０ は 、 通 信 部 ３ ５ を 介 し て 各 機 器 ３ ７ ， ３ ８ と 通 信 を 行 な い 、 所
望 の 機 器 を 選 択 的 に 制 御 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ は 、 上 記 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ ３ ２ の 外 観 を 示 し て い る 。 こ の リ モ ー ト コ ン ト ロ ー
ラ ３ ２ に は 、 主 と し て 、 電 源 キ ー ３ ２ ａ 、 メ ニ ュ ー キ ー ３ ２ ｂ 、 表 示 キ ー ３ ２ ｃ 、 カ ー ソ
ル キ ー ３ ２ ｄ 、 決 定 キ ー ３ ２ ｅ 、 戻 る キ ー ３ ２ ｆ 、 記 録 再 生 制 御 に 関 す る キ ー 群 ３ ２ ｇ （
早 戻 し キ ー ３ ２ ｇ １ 、 再 生 キ ー ３ ２ ｇ ２ 、 早 送 り キ ー ３ ２ ｇ ３ 、 一 時 停 止 キ ー ３ ２ ｇ ４ 、
録 画 キ ー ３ ２ ｇ ５ 、 停 止 キ ー ３ ２ ｇ ６ 、 コ マ 戻 し キ ー ３ ２ ｇ ７ 、 コ マ 送 り キ ー ３ ２ ｇ ８ ）
、 数 字 キ ー ３ ２ ｈ 、 チ ャ ン ネ ル ア ッ プ ダ ウ ン キ ー ３ ２ ｉ 、 音 量 調 整 キ ー ３ ２ ｊ 等 が 設 け ら
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ は 、 こ の 記 録 再 生 装 置 １ １ に よ っ て 、 ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 さ れ た 各 種 の 機 器 ３ ７ ， ３
８ （ 記 録 再 生 装 置 １ １ 自 身 も 含 む ） か ら 所 望 の 機 器 を 選 択 し 、 制 御 す る 場 合 の 処 理 動 作 例
を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト を 示 し て い る 。

10

20

30

40

50

(5) JP 2006-339899 A 2006.12.14



【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 処 理 は 、 ユ ー ザ が 、 ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 さ れ た 各 種 の 機 器 ３ ７ ， ３ ８ （ 記 録 再 生 装 置
１ １ 自 身 も 含 む ） の 中 か ら 、 制 御 す べ き 所 望 の 機 器 の 選 択 を 要 求 す る 操 作 を 行 な う こ と に
よ り 開 始 （ ス テ ッ プ Ｓ １ ） さ れ る 。 す る と 、 制 御 部 ３ ０ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ で 、 モ ニ タ ２ ７
に 機 器 選 択 画 面 を 表 示 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 す な わ ち 、 ユ ー ザ が リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ ３ ２ の メ ニ ュ ー キ ー ３ ２ ｂ を 操 作 す る と 、 制
御 部 ３ ０ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 各 種 の 選 択 項 目 が 配 列 さ れ た メ ニ ュ ー 画 面 を モ ニ タ ２ ７
に 表 示 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ し て 、 ユ ー ザ が 、 こ の メ ニ ュ ー 画 面 に 表 示 さ れ た 各 種 の 項 目 の 中 か ら 、 「 機 器 選 択 」
の 項 目 を カ ー ソ ル キ ー ３ ２ ｃ で 選 択 し 、 決 定 キ ー ３ ２ ｄ を 操 作 す る と 、 制 御 部 ３ ０ は 、 ネ
ッ ト ワ ー ク 接 続 さ れ て い る 全 て の 機 器 ３ ７ ， ３ ８ か ら そ れ ぞ れ 機 器 種 別 ［ 例 え ば Ｈ Ｄ Ｄ 、
Ｄ （ digital） － Ｖ Ｈ Ｓ （ video home system） 、 チ ュ ー ナ 等 ］ を 示 す 情 報 を 取 得 し て 、 メ
モ リ 部 ３ ４ の 不 揮 発 性 メ モ リ に 保 持 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ の 後 、 制 御 部 ３ ０ は 、 不 揮 発 性 メ モ リ の 内 容 を 参 照 し て 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 現 在 ネ
ッ ト ワ ー ク 接 続 さ れ て い る 全 て の 機 器 ３ ７ ， ３ ８ の 一 覧 を 示 す 機 器 選 択 画 面 を モ ニ タ ２ ７
に 表 示 さ せ る 。 こ の 機 器 選 択 画 面 に は 、 自 己 、 つ ま り 、 記 録 再 生 装 置 １ １ 自 身 も 選 択 対 象
と し て 含 ま れ て い る 。 そ し て 、 こ の 機 器 選 択 画 面 上 で 、 ユ ー ザ が 、 カ ー ソ ル キ ー ３ ２ ｃ を
操 作 し て 所 定 の 機 器 を 選 択 し 、 決 定 キ ー ３ ２ ｄ を 操 作 す る こ と に よ り 、 自 己 を 含 む い ず れ
か の 機 器 を 選 択 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ の 後 、 制 御 部 ３ ０ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ で 、 選 択 設 定 さ れ た 制 御 対 象 機 器 が 自 己 で あ る か
外 部 の 機 器 ３ ７ ， ３ ８ で あ る か を 判 別 す る 。 そ し て 、 選 択 設 定 さ れ た 制 御 対 象 機 器 が 自 己
で あ る と 判 断 さ れ た 場 合 、 制 御 部 ３ ０ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ で 、 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ ３ ２ の
各 キ ー に 自 己 を 制 御 す る た め の 各 コ マ ン ド を 割 り 当 て て 、 処 理 を 終 了 （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ） す
る 。 こ れ に よ り 、 以 後 、 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ ３ ２ の 各 キ ー を 操 作 す る こ と に よ っ て 、 記
録 再 生 装 置 １ １ を ダ イ レ ク ト に 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 上 記 ス テ ッ プ Ｓ ３ で 制 御 対 象 機 器 が 外 部 の 機 器 （ 例 え ば ３ ７ ） で あ る と 判 断 さ れ
た 場 合 、 制 御 部 ３ ０ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ で 、 そ の 制 御 対 象 機 器 ３ ７ か ら 制 御 可 能 な コ マ ン ド
（ 例 え ば 再 生 、 早 送 り 、 コ マ 送 り 等 ） を 示 す 情 報 を 取 得 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ の 後 、 制 御 部 ３ ０ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ で 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ で 取 得 し た 情 報 に 基 づ い て 、 リ
モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ ３ ２ の 各 キ ー に 制 御 対 象 機 器 ３ ７ を 制 御 す る た め の 各 コ マ ン ド を 割 り
当 て て 、 処 理 を 終 了 （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ） す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ ３ ２ の 各 キ ー に 対 す る コ マ ン ド の 割 り 当 て は 、 リ モ ー ト コ
ン ト ロ ー ラ ３ ２ の 各 キ ー の 数 と 制 御 可 能 な コ マ ン ド 数 と が 合 っ て い な い 場 合 が あ る た め 、
リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ ３ ２ の 各 キ ー に 割 り 当 て る コ マ ン ド を 事 前 に 決 め て お き 、 こ の コ マ
ン ド が 制 御 す る 外 部 機 器 ３ ７ に 存 在 す れ ば 割 り 当 て を 行 な い 、 存 在 し な い 場 合 は 一 旦 保 留
し 、 キ ー へ の 割 り 当 て に 溢 れ た コ マ ン ド が 存 在 し た 場 合 は 、 そ の コ マ ン ド を 順 次 保 留 キ ー
に 割 り 当 て る 方 法 が あ る 。 こ れ に よ り 、 以 後 、 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ ３ ２ の 各 キ ー を 操 作
す る こ と に よ っ て 、 制 御 対 象 と な る 機 器 ３ ７ を ダ イ レ ク ト に 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 上 記 制 御 対 象 機 器 と し て 選 択 さ れ た 機 器 ３ ７ の 機 器 種 別 を 示 す 情 報 と 、 そ の 機 器
３ ７ の 制 御 可 能 な コ マ ン ド を 示 す 情 報 と 、 そ の コ マ ン ド の リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ ３ ２ の 各
キ ー に 対 す る 割 り 当 て 状 態 を 示 す 情 報 と は 、 上 記 メ モ リ 部 ３ ４ の 不 揮 発 性 メ モ リ に 対 応 さ
せ て 保 持 さ れ る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ れ に よ り 、 次 の 同 じ 機 器 ３ ７ が 制 御 対 象 機 器 と し て 選 択 さ れ た 場 合 、 そ の 機 器 ３ ７ か
ら 制 御 可 能 な コ マ ン ド を 示 す 情 報 を 取 得 し な く て も 、 不 揮 発 性 メ モ リ の 内 容 を 参 照 す る こ
と に よ り 、 選 択 さ れ た 機 器 ３ ７ を 制 御 す る た め の 各 コ マ ン ド を リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ ３ ２
の 各 キ ー に 容 易 に 割 り 当 て る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ６ は 、 上 記 の よ う に し て リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ ３ ２ の 各 キ ー に 制 御 対 象 機 器 ３ ７ を 制
御 す る た め の 各 コ マ ン ド の 割 り 当 て が 終 了 し た 状 態 で 、 ど の キ ー に ど の 制 御 内 容 が 割 り 当
て ら れ て い る か を ユ ー ザ に 表 示 す る た め の 処 理 動 作 例 を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト を
示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 す な わ ち 、 処 理 が 開 始 （ ス テ ッ プ Ｓ ８ ） さ れ て 、 制 御 部 ３ ０ が 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ で 、 リ モ
ー ト コ ン ト ロ ー ラ ３ ２ の 表 示 キ ー ３ ２ ｃ が 操 作 さ れ た こ と を 検 知 す る と 、 制 御 部 ３ ０ は 、
ス テ ッ プ Ｓ １ ０ で 、 制 御 対 象 機 器 が 自 己 で あ る か 外 部 の 機 器 ３ ７ ， ３ ８ で あ る か を 判 別 す
る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ し て 、 制 御 対 象 機 器 が 自 己 で あ る と 判 断 さ れ た 場 合 、 制 御 部 ３ ０ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １
で 、 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ ３ ２ の 各 キ ー に 対 し て 自 己 を 制 御 す る た め の 各 コ マ ン ド が ど の
よ う に 割 り 当 て ら れ て い る か を 示 す 割 り 当 て 画 面 を モ ニ タ ２ ７ に 表 示 さ せ て 、 処 理 を 終 了
（ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ） す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 た だ し 、 制 御 対 象 機 器 が 自 己 で あ る 場 合 に は 、 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ ３ ２ の 各 キ ー に 対
し て そ れ ぞ れ コ マ ン ド 名 が 記 載 さ れ て い る 、 つ ま り 、 各 キ ー に 対 す る コ マ ン ド が 既 に 表 示
さ れ て い る の で 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ の 処 理 は 省 略 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 上 記 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ で 制 御 対 象 機 器 が 外 部 の 機 器 （ 例 え ば ３ ７ ） で あ る と 判 断 さ
れ た 場 合 、 制 御 部 ３ ０ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ で 、 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ ３ ２ の 各 キ ー に 対 し
て 外 部 機 器 ３ ７ を 制 御 す る た め の 各 コ マ ン ド が ど の よ う に 割 り 当 て ら れ て い る か を 示 す 割
り 当 て 画 面 を モ ニ タ ２ ７ に 表 示 さ せ て 、 処 理 を 終 了 （ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ） す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ７ は 、 上 記 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ の 処 理 に 基 づ い て モ ニ タ ２ ７ に 表 示 さ れ た コ マ ン ド 割 り 当
て 画 面 の 一 例 を 示 し て い る 。 こ の コ マ ン ド 割 り 当 て 画 面 で は 、 制 御 対 象 と な る 機 器 ３ ７ を
示 す 機 器 名 と 、 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ ３ ２ の 記 録 再 生 制 御 に 関 す る キ ー 群 ３ ２ ｇ の 各 キ ー
３ ２ ｇ １ ～ ３ ２ ｇ ８ の キ ー 配 列 と が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 そ し て 、 こ の キ ー 配 列 に 表 示 さ れ て い る 各 キ ー に は 、 そ れ ぞ れ 割 り 当 て ら れ た コ マ ン ド
名 が 表 示 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 早 戻 し キ ー ３ ２ ｇ １ 、 再 生 キ ー ３ ２ ｇ ２ 、 早 送 り キ ー ３
２ ｇ ３ 、 一 時 停 止 キ ー ３ ２ ｇ ４ 、 録 画 キ ー ３ ２ ｇ ５ 、 停 止 キ ー ３ ２ ｇ ６ に 対 応 し て 表 示 さ
れ て い る 各 キ ー に は 、 そ れ ぞ れ 本 来 の コ マ ン ド 、 つ ま り 、 早 戻 し 、 再 生 、 早 送 り 、 一 時 停
止 、 録 画 、 停 止 と 同 じ コ マ ン ド 名 が 表 示 さ れ て い る 。 そ し て 、 コ マ 戻 し キ ー ３ ２ ｇ ７ 、 コ
マ 送 り キ ー ３ ２ ｇ ８ に 対 応 し て 表 示 さ れ て い る 各 キ ー に は 、 そ れ ぞ れ 、 頭 出 し 、 オ ー ト リ
ピ ー ト を 示 す コ マ ン ド 名 が 表 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の た め 、 ユ ー ザ が リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ ３ ２ の コ マ 戻 し キ ー ３ ２ ｇ ７ を 操 作 す る と 、
機 器 ３ ７ が 頭 出 し 機 能 を 実 行 す る よ う に 制 御 さ れ る 。 ま た 、 ユ ー ザ が リ モ ー ト コ ン ト ロ ー
ラ ３ ２ の コ マ 送 り キ ー ３ ２ ｇ ８ を 操 作 す る と 、 機 器 ３ ７ が 予 め 設 定 さ れ た 区 間 を 繰 り 返 し
再 生 す る オ ー ト リ ピ ー ト 機 能 を 実 行 す る よ う に 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 上 記 し た 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 制 御 対 象 機 器 と し て 外 部 の 機 器 ３ ７ が 指 定 さ れ た 場 合 、
そ の 制 御 対 象 機 器 ３ ７ か ら 制 御 可 能 な コ マ ン ド を 示 す 情 報 を 取 得 し 、 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー

10

20

30

40

50

(7) JP 2006-339899 A 2006.12.14



ラ ３ ２ の 各 キ ー に 制 御 対 象 機 器 ３ ７ を 制 御 す る た め の 各 コ マ ン ド を 割 り 当 て る よ う に し て
い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の た め 、 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ ３ ２ の 各 キ ー を 操 作 す る こ と に よ っ て 、 制 御 対 象 と な
る 機 器 ３ ７ を ダ イ レ ク ト に 制 御 す る こ と が で き る よ う に な り 、 ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 さ れ た
各 種 の 機 器 に 対 す る 制 御 を 容 易 な 操 作 で 実 現 す る こ と が で き 、 ユ ー ザ に と っ て の 取 り 扱 い
を 便 利 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ８ は 、 他 の 処 理 動 作 例 を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト を 示 し て い る 。 す な わ ち 、 処
理 が 開 始 （ ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ） さ れ て 、 制 御 部 ３ ０ が 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ５ で 、 リ モ ー ト コ ン ト
ロ ー ラ ３ ２ の 例 え ば 再 生 キ ー ３ ２ ｇ ２ が 操 作 さ れ た こ と を 検 知 す る と 、 制 御 部 ３ ０ は 、 ス
テ ッ プ Ｓ １ ６ で 、 最 後 に 制 御 さ れ て い た 機 器 （ ラ ス ト 機 器 ） が ど れ で あ る か を 判 断 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の ラ ス ト 機 器 の 判 断 は 、 ラ ス ト 機 器 の 制 御 を 停 止 さ せ た 時 点 で ラ ス ト 機 器 の 識 別 情 報
が メ モ リ 部 ３ ４ の 不 揮 発 性 メ モ リ に 保 持 さ れ る の で 、 そ の 不 揮 発 性 メ モ リ の 内 容 を 参 照 す
る こ と に よ り ラ ス ト 機 器 を 容 易 に 識 別 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ こ で 、 ラ ス ト 機 器 の コ マ ン ド は 、 以 前 に ラ ス ト 機 器 を 制 御 し た と き に リ モ ー ト コ ン ト
ロ ー ラ ３ ２ の 各 キ ー に 対 し て 割 り 当 て が 行 な わ れ て お り 、 そ の 割 り 当 て を 示 す 情 報 が 不 揮
発 性 メ モ リ に 記 憶 さ れ て い る 。 こ の た め 、 制 御 部 ３ ０ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ７ で 、 不 揮 発 性 メ
モ リ の 内 容 に 基 づ い て 、 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ ３ ２ の 各 キ ー に ラ ス ト 機 器 を 制 御 す る た め
の 各 コ マ ン ド を 割 り 当 て る と と も に 、 ラ ス ト 機 器 を 再 生 状 態 に 制 御 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 そ の 後 、 制 御 部 ３ ０ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ８ で 、 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ ３ ２ の 各 キ ー に 対 し
て ラ ス ト 機 器 を 制 御 す る た め の 各 コ マ ン ド が ど の よ う に 割 り 当 て ら れ て い る か を 示 す 割 り
当 て 画 面 を モ ニ タ ２ ７ に 表 示 さ せ て 、 処 理 を 終 了 （ ス テ ッ プ Ｓ １ ９ ） す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ８ に 示 し た 処 理 動 作 例 に よ れ ば 、 ユ ー ザ が 再 生 キ ー ３ ２ ｇ ２ を 操 作 す る こ と に よ り 、
自 動 的 に ラ ス ト 機 器 が 選 択 さ れ 、 そ の ラ ス ト 機 器 の コ マ ン ド が リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ ３ ２
の 各 キ ー に 割 り 当 て ら れ る よ う に し た の で 、 例 え ば 日 常 的 に 同 じ 機 器 を よ く 使 用 す る 場 合
等 に 、 機 器 選 択 の 操 作 が 不 要 と な り 、 ユ ー ザ に と っ て の 取 り 扱 い を 便 利 に す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 な お 、 こ の 発 明 は 上 記 し た 実 施 の 形 態 そ の ま ま に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 実 施 段 階 で
は そ の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 構 成 要 素 を 種 々 変 形 し て 具 体 化 す る こ と が で き る 。 ま た 、
上 記 し た 実 施 の 形 態 に 開 示 さ れ て い る 複 数 の 構 成 要 素 を 適 宜 に 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 、
種 々 の 発 明 を 形 成 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 実 施 の 形 態 に 示 さ れ る 全 構 成 要 素 か ら 幾 つ
か の 構 成 要 素 を 削 除 し て も 良 い も の で あ る 。 さ ら に 、 異 な る 実 施 の 形 態 に 係 る 構 成 要 素 を
適 宜 組 み 合 わ せ て も 良 い も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 を 示 す も の で 、 記 録 再 生 装 置 を 説 明 す る た め に 示 す ブ ロ ッ
ク 構 成 図 。
【 図 ２ 】 同 実 施 の 形 態 に お け る 記 録 再 生 装 置 の リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ の 外 観 を 説 明 す る た
め に 示 す 図 。
【 図 ３ 】 同 実 施 の 形 態 に お け る 記 録 再 生 装 置 の コ マ ン ド 割 り 当 て 処 理 動 作 の 一 例 を 説 明 す
る た め に 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ４ 】 同 実 施 の 形 態 に お け る 記 録 再 生 装 置 の コ マ ン ド 割 り 当 て 処 理 動 作 時 に 表 示 さ れ る
メ ニ ュ ー 画 面 の 一 例 を 説 明 す る た め に 示 す 図 。
【 図 ５ 】 同 実 施 の 形 態 に お け る 記 録 再 生 装 置 の コ マ ン ド 割 り 当 て 処 理 動 作 時 に 表 示 さ れ る
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機 器 選 択 画 面 の 一 例 を 説 明 す る た め に 示 す 図 。
【 図 ６ 】 同 実 施 の 形 態 に お け る 記 録 再 生 装 置 の コ マ ン ド 割 り 当 て 表 示 処 理 動 作 の 一 例 を 説
明 す る た め に 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ７ 】 同 実 施 の 形 態 に お け る 記 録 再 生 装 置 の コ マ ン ド 割 り 当 て 表 示 処 理 動 作 時 に 表 示 さ
れ る コ マ ン ド 割 り 当 て 画 面 の 一 例 を 説 明 す る た め に 示 す 図 。
【 図 ８ 】 同 実 施 の 形 態 に お け る 記 録 再 生 装 置 の コ マ ン ド 割 り 当 て 処 理 動 作 の 他 の 例 を 説 明
す る た め に 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 １ １ … 記 録 再 生 装 置 、 １ ２ … ア ン テ ナ 、 １ ３ … 入 力 端 子 、 １ ４ … チ ュ ー ナ 部 、 １ ５ … デ
コ ー ド 部 、 １ ６ … ア ン テ ナ 、 １ ７ … 入 力 端 子 、 １ ８ … チ ュ ー ナ 部 、 １ ９ … 信 号 処 理 部 、 ２
０ … デ ィ ス ク ド ラ イ ブ 部 、 ２ １ … 光 デ ィ ス ク 、 ２ ２ … Ｈ Ｄ Ｄ 部 、 ２ ３ … ハ ー ド デ ィ ス ク 、
２ ４ … エ ン コ ー ド 部 、 ２ ５ … 映 像 音 声 処 理 部 、 ２ ６ … 出 力 端 子 、 ２ ７ … モ ニ タ 、 ２ ８ … 出
力 端 子 、 ２ ９ … ス ピ ー カ 、 ３ ０ … 制 御 部 、 ３ １ … 操 作 部 、 ３ ２ … リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ 、
３ ３ … 受 信 部 、 ３ ４ … メ モ リ 部 、 ３ ５ … 通 信 部 、 ３ ６ … 接 続 端 子 、 ３ ７ ， ３ ８ … 機 器 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ８ 】

(10) JP 2006-339899 A 2006.12.14



フロントページの続き

(74)代理人  100084618
            弁理士　村松　貞男
(74)代理人  100092196
            弁理士　橋本　良郎
(72)発明者  宮澤　明
            埼玉県深谷市幡羅町一丁目９番地２　株式会社東芝深谷映像工場内
(72)発明者  木村　崇博
            埼玉県深谷市幡羅町一丁目９番地２　株式会社東芝深谷映像工場内
Ｆターム(参考) 5K048 BA02  DA02  GC03  HA02 

(11) JP 2006-339899 A 2006.12.14


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

